
Ⅰ　調査の概要

　（１）目　的

　（２）対象者　　 卒業後2年目（2021年度卒業）の卒業生の内から300人（学科別の詳細は下表参照）

　（３）方　法 卒業生・保護者住所（当時）へのWebアンケート回答用アドレスの郵送による

　（４）期　間　　　　2023年7月10日（月）～2023年8月15日（火）

　（５）回収状況　　　

回答数 対象者数

全　体 37 (44) 300 (286) 12.3% （12.7％） （15.4%）

日本伝統文化学科 3 (3) 20 (16) 15.0% （15.8％） （18.8%）

国際言語文化学科 2 (0) 30 (16) 6.7% （0.0%）

臨床心理学科 3 (7) 66 (35) 4.5% （20.0%）

健康･スポ-ツ心理学科 4 (0) 29 (27) 13.8% （14.8％） （0.0%）

子ども学科 22 (25) 87 (115) 25.3% （26.2％） （21.7%）

経営学科 3 (9) 68 (77) 4.4% （4.5％） （11.7%）

Ⅱ　勤務先及び勤務状況について　

３．勤務先の主たる業種について（n=37）

1)宛先不明による返送は計8件（日本伝統：1、健スポ：2、子ども：3、経営：2）

2)学科別の卒業者数と送付者数の詳細は末尾の表参照。

回答率（宛先不明調整後）

2023年10月25日

2023年度　東京成徳大学卒業後アンケートの集計結果の概要（大学全体）

教育研究改善委員会

本学のアセスメント・ポリシーに基づき、本学の教育の質の向上をめざすPDCAの一環

として、今後の在学生の教育や支援などに役立てるため、卒業後の進学や就職の状況、

在学中に受けた教育内容やサービスなどの振り返り、本学で学んだことが現在の仕事等

に活かされているかなどを把握する卒業後アンケート調査を実施する。

(     )内は2021年度調査の数値、福祉心理の回答数4と対象者数14を除く

32.4%

27.0%

5.4%

5.4%

5.4%

5.4%

2.7%

2.7%

2.7%

2.7%

2.7%

2.7%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教育、学習支援業

医療、福祉

建設業

情報通信業

卸売業、小売業

公務（他に分類されるものを除く）

製造業

金融業

不動産業、物品賃貸業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

サービス業(他に分類されないもの）

その他

「農業・林業」「漁業」「鉱業･採石業・砂利

採取業」「電気・ガス・熱供給･水道業」「運

輸・郵便」「学術研究・専門・技術サービス

業」「複合サービス事業」「進学」はなし



４．勤務先での雇用形態について（n=36） ５．現在の勤務先について（n=36）

６．転職で重視した項目（n=5、4人の複数回答計）

（１）外国語能力(n=37）

Ⅲ　大学での学びを通して、下記の能力や資質などはどの程度身につきましたか。また、それは実社会での

　　仕事や社会的活動などにどの程度役立っていますか。当てはまる数字を（　）に記入してください。

（大学での学びを通して身につけた能力・資質）
（社会に出て感じるそれら資質・能力を大学時代に

身につけておくことの必要度）
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（２）ICTリテラシー（n=37）

（３）幅広い知識と教養・一般常識（n=37）

（５）専門的な知識やスキル（n=37）

（社会に出て感じるそれら資質・能力を大学時代に

身につけておくことの必要度）

（大学での学びを通して身につけた能力・資質）

（４）レポートや論文を書く力（n=37）
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（６）自主性・主体性（n=37）

（７）課題発見と解決能力（n=37）

（８）協働性（一緒に取り組む力）（n=37）

（９）自分自身のものの見方・考え方（n=37）

（大学での学びを通して身につけた能力・資質） （社会に出て感じるそれら資質・能力を大学時代に

身につけておくことの必要度）
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（10）プレゼンテーション力（n=37）

（11）コミュニケーション能力 （n=37） 

（参考資料：学科別･年度別の送付者数）

（人）

　臨床心理学科 66 108

　経営学科 68 112

　健康･スポーツ心理学科 29 48

計 300 494

　子ども学科 87 143

　国際言語文化学科

　日本伝統文化学科 20 33

30 50

2021年度卒業

送付数 卒業生数

（大学での学びを通して身につけた能力・資質）

（n=36） 

（社会に出て感じるそれら資質・能力を大学時代に

身につけておくことの必要度）
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１．就職先企業の属性

（１）業種　　　 「教育･学修支援」「医療・福祉」が上位2業種：計59.4％

　　（2021年度)「教育･学修支援」「医療・福祉」「その他」が上位3業種：計56.3％

（２）勤務形態　　　  「正社員」　　　　　　　91.7% （2021年度：85.4％、2020年度：84.6%）

（３）現在の勤務状況　 「卒業時と同じ」　　　83.3% （2021年度：83.3%、2020年度：76.9％）

「卒業後に転職」　　 8.3% （2021年度：10.4%、2020年度：10.3％）

「現在無職」　　　　　　8.3% （2021年度：6.3%、2020年度：10.3％）

（４）転職理由 「年収」「仕事内容」「社風・職場の雰囲気」「労働時間」「その他」が各1人（総計5名中）

　　　　（2021年度) 「勤務地」「年収」「仕事内容」「社風・職場の雰囲気」「休日休暇」が各2人（総計14人中）

「待遇・福利厚生」「労働時間」が各1人（総計14人中）

2．「大学の学びを通して下記の能力、資質がどの程度身についたか」と「社会に出て感じるそれらの資質や能力を大学時代に身につけておくことの必要度」について

2023年度 2021年度 2023年度 2021年度 2023年度 2021年度 修得度増減 必要度増減

1.8 1.6 2.7 2.8 -0.9 -1.2 0.2 -0.1

2.5 2.6 3.6 3.5 -1.1 -0.9 -0.1 0.1

2.9 3.1 3.7 3.7 -0.8 -0.6 -0.2 0.0

3.0 3.1 3.2 3.3 -0.2 -0.2 -0.1 -0.1

3.2 3.3 3.5 3.6 -0.3 -0.3 -0.1 -0.1

2.8 3.1 3.6 3.6 -0.8 -0.5 -0.3 0.0

3.1 3.2 3.8 3.8 -0.7 -0.6 -0.1 0.0

2.8 2.8 3.6 3.6 -0.8 -0.8 0.0 0.0

3.1 3.3 3.6 3.7 -0.5 -0.4 -0.2 -0.1

2.5 2.8 3.4 3.4 -0.9 -0.6 -0.3 0.0

3.0 3.0 3.8 3.8 -0.8 -0.8 0.0 0.0

（注）①、②は、「身についた＝4、ある程度身についた＝3、あまり身につかなかった＝2、身につかなかった＝1」および「必要である＝4、ある程度必要である＝3、

　　  あまり必要でない＝2、必要でない＝1」とする加重平均値。
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①ー②

（修得度不足）

①大学の学びでどの

程度身についたか

②実社会の仕事、社会的活動で

どの程度必要性を感じるか
2023年度－2021年度

2023年度　東京成徳大学卒業後アンケート結果の主要Facts（大学全体）

（不足度：-0.8以上）（上位2位、下位2位）

学修内容（「学修調査」をベースとする）



（1）修得度が高い項目（上位2位）　　 （2021年度）

　　「専門知識・スキル」 　　「専門知識・スキル」

　　「協働性」　 　　「協働性」　

　　「自分自身のものの見方・考え方」 　　「自分自身のものの見方・考え方」

（2）必要度が高い項目（上位2位）　　　 （2021年度）

　　「協働性」 　　「協働性」 「コミュニケーション能力」

        「コミュニケーション能力」  　　「幅広い知識と教養・一般常識」「自分自身のものの見方・考え方」

　　「専門知識・スキル」「自主性・主体性」「課題発見と解決能力」 　   

（3）修得度不足が大きい項目（上位2位）　　 （2021年度）

　　「ICTリテラシー」 　　「外国語能力」　

　　「外国語能力」「プレゼンテーション能力」 　　「ICTリテラシー」

　　　　　　　　　　（参考図）
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